
※「日本標準産業分類」の改訂により，Ｈ２２以降のデータは，前回
までの結果と連続性はなし。
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④素材需要量（千㎥）

製材用 チップ用 合板用

１ 宮城県の森林, 林業・木材産業の現状

みやぎ森と緑の県民条例基本計画による令和２年度の施策の実施状況等
２ 宮城県の森林・林業・木材産業を巡る主な動向

●我が県の森林面積は４１万７千haで，県土面積の５７％を占める。

●民有林では，収穫の目安となる４１年生（９齢級）以上の人工林の面積が８割を占め，年間約９０万㎥の成長量がある。

●県内の山元立木価格（スギ）は，近年は３，０００円/㎥程度と低迷している。

●合板工場，大型製材工場，製紙工場等の立地により，豊富な木材（素材）需要がある（全国第６位）。

●年間の素材生産量は５８万㎥（令和２年次）と生産活動は活発（全国第９位）。

●県内の林業就業者数は，平成２７年国勢調査で１，４３８人と前回平成２２年度調査から５．３％増加している。

農林水産委員会配布資料

令和３年８月２０日 水産林政部 資料１

資料：（一財）日本不動産研究所「山林素地及び山元立木価格調」

●産業界・地域・行政などの多様な主体が連携・協働し，林業における「就業環境の向上」と「人材の確保・育成」の取組を

一体的に展開するため，令和２年１２月１５日に「みやぎ森林・林業未来創造機構」を設立し，人材育成プログラムなどの検

討を行っている。

●林業の成長産業化に向けて，

ＩＣＴなどの先端技術の活用に

よる，森林の調査，資源管理及

び生産流通の各段階における効

率化や省力化を目指す「スマー

ト林業」を推進している。

資料：農林水産省「木材需給報告書」
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⑥林業就業者数の推移（人）

資料：国勢調査 収穫時期を迎えた森林県産木材を使用した住宅の内装

山腹崩壊の復旧（大崎市）

【課題】

●県産木材の安定的供給体制の構築や新たな利用の推進(素材需要量１１９万８千㎥に対し，生産量は５８万㎥と半分程度)。

●「木を使い，植え，育てる」循環の仕組みの定着（伐採後の再造林率は３割程度）。

●森林整備や木材生産の拡大に向け，新規就業者の確保や就労環境の改善，林業事業体の経営基盤の強化など。

資料：宮城県資料

資料：農林水産省「木材需給報告書」

２ 宮城県の森林，林業・木材産業の主な動向
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②宮城県の民有林の蓄積の推移（万㎥）
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3,264 3,319

●林道関係

林道施設については，１０１路線２１９箇所において災害

復旧事業が進められ，このうち，２７路線４６箇所で工事が

完成している。

●治山関係

林地被害については，９０箇所の復旧を計画しており，こ

のうち早急に復旧が必要な２１箇所について，災害関連緊急

治山事業により最優先で復旧を進めている。

●適切な経営管理が行われていない森林の整備を図るた

め，平成３１年４月１日から始まった「森林経営管理制

度」の主体となる市町村への支援を，森林環境譲与税を

活用しながら推進している。
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⑤素材生産量（千㎥）

製材用 チップ材 合板用

576
610

苗木運搬ドローンの操作

●林業・木材産業の一層の産業力強化を目指し，非住宅

分野や中高層建築物等における木材利用の推進に向け，

県産ＣＬＴ等の普及促進を図っている。

大崎市田尻総合支所

約８割

みやぎ森林・林業未来創造機構設立総会

（R2.12.15）

ドロ－ン撮影写真の解析

林道施設の復旧（石巻市）

●県産材の需要を喚起するため，新しい生活様式への

対応を図る飲食店や商業施設等に対する改装・改築等

の木造・木質化を支援した。

●県産材使用飛沫防止パネルを県庁舎等に設置し，感

染防止対策とともに，木の良さや利用する意義につい

て，広く普及啓発を行った。

6,362

 凡例： 

森林マネジメント(事業管理者)コース 

○森林施業プランナー養成研修 

○地域林政アドバイザー研修 

事業管理者 

基礎研修 

森林・林業事業経営(経営者)コース 

〇森林マネジメント力強化支援・経営者層研修 

〇現地視察・課題検討（県内外キャラバン） 

   森林テクノワーカー(現場技能者)コース  

森林ビジネスコース 

 

新規参入者（森林を活用した起業） 

ガイダンス 
・ 

現場体験 

〔就業相談〕 

社会人・ 

学生向け 

オ ー プ ン

カレッジ 

林業教室  

広葉樹林循環利用，自伐型林業，造林保育事業起業化 等 

森林経営管理    

技術者養成コース 

マ
ッ
チ
ン
グ 長期研修 

高性能林業機械作業技術者養成研修 

就業支援講習 

インターンシップ 

マ
ッ
チ
ン
グ 

〔就業支援〕    

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
各
コ
ー
ス
の
研
修
講
師
・
実
技
指
導
者
の
養
成
） 

先進課題研修 

 

フレキシブルな

(＝現場課題に

即応する）研修

カリキュラム 

 

〇スマート林業 

〇災害強い森林  

 施業・路網整  

 備 

〇伐採・造林一 

 貫施業 

     等 

各コース 

高度化研修 

〔各コース共通〕 目指す人材 
 
〈若い世代の 
ロールモデル〉 

 森林整備・保全 

 森林の循環利用 

 の推進 

森林の経営管理・   

 生産・流通面 

 の改革推進 

新しい森林・林

業ビジネス価値 

の創出 

ＳＤＧｓ達成， 

地域の森林保全 

への貢献 

未就業者 林業就業者 
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スタートアップ研修 

フォレスト 
マネージャー研修 

（１０年目） 

フォレスト 
ワーカー研修 

（１～３年目） 

フォレスト 
リーダー研修 
（５年目） 

「緑の雇用」研修 

CLTを使用した商業施設

県産材を使用して改装された飲食店 県産材使用飛沫防止パネルの設置
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資料：宮城県資料
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地域林政アドバイザー現地研修 圏域推進会議

年間成長量
約 ９０万m3


